
野口建×ターパ ゴダル ウパカル ネパール（ポカラ）小学校建設プロジェクト 

 

ネパール国籍のターパ ゴダル  ウパカル(28),倉敷市は登山家野口健と共に故郷であるポ

カラ郊外の小さな村の小学校の再建を行っている。野口氏が代表を務める NPO 法人『ピー

ク•エイド』(東京)が一昨年前から立ち上げた『ネパール山岳地域の子どもたちにランドセ

ルを贈ろう』プロジェクトで総社の子どもたちから集められたランドセルを自ら同校に届

けた際、余りにも劣悪な環境に心を痛めた野口氏がウパカル氏に学校の建て直しを提案し，

今春からの作業開始予定だったが新型コロナウイルスの影響により計画がずれ込み 5 月下

旬からのスタートとなった。 

 

ウパカル氏はポカラ国立大学二年生(18 歳)の時に岡山理科大，倉敷芸術科学大に五年間留

学し観光学を学んだあとホテルグランヴィア岡山で外国人観光客等を担当するインバウン

ド課で国内外で仕事をする傍ら富士山清掃活動で野口氏と親交を深めた。今だに身分制度

や貧困で学校に通いたくても通えない子どもたちにも教育をさせたいというウパカル氏の

父親である同校長に共感し，老朽化した校舎を清潔で安全な校舎へと改築することをすす

めた。ピーク•エイドの呼びかけで寄付も集まるようになり完成もみえてきた。今世界中コ

ロナで絶望のふちに立たされ目標を失いかけている人も少なくない。ネパールの子どもた

ちの中には学校で学ぶどころか貧困にあえぐ地域では今だに子どもたちが他国に売られて

いるのが現状だ。 

 

途上国はさらにうちのめされている。 

安心して学べる公立学校の再建で少しでも子どもたちが希望の光が見えるように日々奔走

している。 

 

寄付の振込先などの情報はピーク・エイドホームページ 
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に記載している。 

 

 


